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1. はじめに 逆構造有機発光ダイオード 

(iOLED[1])は陰極に Ca などの反応性の高い金

属材料は使用せず、水蒸気バリア性の低い安価

なフレキシブル基板上でも安定した駆動が期

待できる。我々はこれまで、Super Yellow (SY)

を発光層に用いた iOLED において、インピー

ダンス分光(IS)測定によりキャリア輸送特性を

評価してきた[2]。本研究では、OLED および

iOLED の過渡 EL 特性を比較、検討し、キャリ

ア輸送過程に関して議論する。 

2. 実験 Al を添加した ZnO (AZO)/poly-

ethyleneimine (PEI)/SY/MoO3/Al/なる素子構造

の iOLED (10.5 cd/A)および AZO/PEDOT:PSS/ 

SY/Ca/Al なる構造の OLED (3.78 cd/A)を作製

し、IS 測定および過渡 EL 測定を行った(バン

ド図を Fig. 1 に示す)。IS 測定はモジュール式

電気化学測定システム(Solartron ModuLab)を用

い、過渡 EL 測定にはファンクションジェネレ

ー タ (Keithley 3390) 、 光 検 出 器 (Thorlabs 

DET110)、オシロスコープ  (LeCroy, Wave-

Runner HRO 64Zi)を用いた。 

3. 結果 作製した iOLED、OLED の過渡 EL 特

性を Fig. 2 に示す。過渡 EL 特性は OLED の構

造によらず、ほぼ同じであることがわかる。パ

ルス電圧印加後、発光が観測されるまでの遅延

時間(t1）、発光強度が飽和する時間(t2）をそれ

ぞれキャリアの走行時間とし、移動度を算出し

た。得られた移動度を Fig. 3 に示す。IS 測定の

結果から、t2は電子の走行時間、t1 は正孔の走

行時間に対応する。SY の正孔移動度に関して

は測定方法[3, 4]により異なる値が得られてい

る。当日は、SY の正孔移動度、および、過渡

EL 応答について議論する。 
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Fig. 1 Energy band diagram of 

(a)iOLED, (b)OLED. 

Fig. 2 Transient EL of the iOLED and OLED at 

4.0 V. The inset shows the transient EL of 

OLED to highlight t2. 

Fig. 3 Electron and hole mobilities determined 

from the transient EL. 
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